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私
た
ち
の
財
産
を
守
る

地
籍
調
査
を
進
め
ま
し
ょ
う
グ

国
土
調
査
の
第
四
次
計
画
が
平
成
十
一
年
度
で
終

了
し
、
新
た
に
第
五
次
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

。

第
五
次
計
画
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
籍
調
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

て館ι比
古

τ福
…

覧関
口
仮
日
企

'
第
五
次
国
土
調
査

可

十
箇
年
計
画

川
内
町
で
は
、
国
の
第

三
次
及

び
第
四
次
十
箇
年
計
画
に
よ
り
、

過
去
十
四
年
問
調
査
が
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
は
、
要
調
査
対
象
面
積

一
O
三

.

八
六
平
方
キ
ロ
メ

ー

ト
ル
の
う

ち
、
調
査
済
面
積
三
五
・

三
五
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
進
捗
率三
四
パ

ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
第
四
次
計
画
が
平
成
十

一
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

新
た
に
第
五
次
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
十
年

間
の
調
査
に
つ
い
て
は

、

面

積
三
六

・

七
一
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト

ル
、
筆
数
約
二
万
筆
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
以
降
は
、
掲
載

し

て
い
る
年
次

別
実
施
計
画
図
に

基
づ
い
て
、
地
籍
調
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画

図

(
3ペ
ー
ジ
)
に
記
入
し

て
い

る
円
の
中
の
数
字
が
、
現

地
で
の

調
査
が
開
始
さ
れ
る
年
度
に
な
り

ま
す
。

今
後
、
計
画
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
調
査
を
年
度
ご
と
に

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
土
地
所

有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
現
地
立
会

い
・

閲
覧
等
で
大
変
お
手
数
を
か

け
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

V
地
籍
調
査
の
効
用

地
籍
調
査
の
効
用
は
住
民
、
行
政
、

社
会

一
般
の
観
点
か
ら
分
類

し

て

主
な
も
の
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
効
用
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

住
民
に
と
っ
て
の
効
用

①
地
籍
調
査
の
成
果
が
登
記
に
反

映
さ
れ
、
土
地
が
正
確
に
記
録

さ
れ
る
。

②
土
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
未

然
に
防
げ
る

。

③
現
地
と
図
面
が

一
致
す
る
こ
と

に
よ
り
、
土
地
取
引
が
円
滑
に

な
り
、
分
合
筆
や
担
保
権
の
設

定
等
も
容
易
に
な
る

。

④
災
害
で
現
地
が
変
化
し
て
も
、

土
地
の
境
界
が
再
現
で
き
る
。 平板;J!IJ量より精度はJ や;ノゲン f
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行
政
に
と
っ
て
の
効
用

①
正
確
な
図
簿
の
作
成
に

よ

り
、

道
路
、
河
川
、
土
地
改
良
等
の

公
共
事
業
、
団
地
の
造
成
等
に

つ
い
て
、
計
画
、
設
計
、
用

地

買
収
、
完
成
後
の
維
持
管
理
の

円
滑
な
実
施
が
で
き
る
。

②
地
籍
調
査
成
果
を
防
災
計
画
、

災
害
復
旧
計
画
等
に
活
用
す
る

こ

と
に
よ
り
、

地
域
の
防
災
性

の
向
上
に
資
す
る
。

③
地
籍
成
果
利
活
用
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
よ

り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス

の

一
層
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

社
会
一
般
に
と
っ
て
の
効
用

①
正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記
簿

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

よ

り
、

安
心
し
て
土
地
取
引
が
で
き
る

た
め
、
経
済
活
動
全
般
の
円
滑

化
に
資
す
る
。

②
地
籍
が
更
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
課
税
の
公
平
化
が
図
ら
れ

る
。

③
全
国
的
な
基
準
で

定
め
ら
れ
た
座
標

系
で
位
置
が
表
示

さ
れ
る
た
め
、
他
の

測
量
成
果
と
の
汎
用

性
、
接
続
性
が
高
ま
る

川内町国主調査
年次別実施計画図

(地籍調査)

E~咽E謹百E・

勉箔間容色殴?
国土調査は国土の基礎調査であり、大別すると基

本調査、地籍調査、土地分類調査および水調査に分

類されます。

川内町では、この国土調査のうち、地籍調査を昭

和61年度から実施しています。 地籍調査とは、一筆

ごとの土地について、その実態を明らかにするため、

土地の所在、地番、地目および境界の調査と登記簿

に記載された所有者の表示に関する確認と、境界の

測量および面積の測定を行い、調査の結果を地図及

び簿冊に作成する作業のことをいいます。 いわば土

地に関する戸籍調査とちいうべき基礎的な調査のこ

とです。

現惇する土地に閲する資料は、明治年間に全国的

に行われた地祖改正事業に伴う土地調査の成果を改

良制度化したちので、時代に即応した改革が行われ

ないまま今日まで推移してきたものがほとんどです。

土地行政の円滑化を図るためには、 それらに内包

する不備欠陥を早急に補正する必要が生じて

います。 このようなことから、 昭和26年

に国土調査法が制定され、

以来、今日まで50年間

全国的に地籍調査が

推進されてきました。

国有林面積・・ ・・ ・

類似調査除外面積・・­
(圏場整備等)

要調査対象面積 ・ 103.86knl

調査済面積…・・… ・… 35.35knl
(昭和61年度~平成10年度)

第 5次十箇年計画面積… 36.71knl 
(平成12年度~平成21 年度)

第 6 次以降計画面積… 28.印刷
(平成22年度~平成30年度)

ぬ
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測

量

基
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点
測
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国
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工

手霊

調
査
工
程

地
積
測
定

一
筆
地

調
査

※
地
籍
調
査
の
作
業
手
順
は
、

一

般
的
に
は
上
図
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
の
順
序
で
行
わ
れ
ま
す
。
事
業

計
画
か
ら
登
記
完
了
ま
で
に
、
約

二
年
半
か
ら
三
年
ぐ
ら
い
の
期
間

を
要
し
ま
す
。

一
連
す
る
作
業
工
程
の
う

ち
土

地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
関
係

す
る
工
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
筆
地
調
査

毎
筆
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の

所
有
者
、
所
在

、

地
番
、
地
目
を

現
地
に
お
い
て
調

査
し
、
そ
こ
に

設
置
さ
れ
た
筆
界
杭
に
基
づ
き
、

筆
界
を
確
認
し
ま
す
。

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
現
地

立
会
い
を
お
願
い
し
ま
す

。

仮
閲
覧

調
査
及
び
測
量
に
よ

っ
て
で
き

あ
が
っ
た
地
図
と
簿
冊
に
つ
い
て

、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
閲
覧
を

お
願
い
し
ま
す

。

な
お

、

面
積
に

つ
い
て
は
、
仮
閲

覧
で
境
界
等
を

ご
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
作

業
手
順
に
沿
っ
て
算
出
し
ま
す

。

地
積
測
定

筆
界
点
の
座
標
値
を
も
と
に
、

毎
筆
の
土
地
の
面
積
を
算
出
し
ま

す
。本

閲
覧

地
図
(
地
籍
図
)
と

簿
冊
(
地

籍
簿
)
を
作
成
し
た
旨
を
公

告
し
、

二
十
日
問
、

一
般
の
閲
覧
に
供
さ

れ
ま
す
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
閲
覧
を

お
願
い
し
ま
す

。

万
一
、
調
査
に
誤
り
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
修
正
し
ま

す
。•••••••••••• '

地
籍
調
査
を
み
ん
怒

、

で
進
め
ま
じ
よ
う
ノ

地
籍
調
査
の
結
果
は
、
ま
ち

ゃ

つ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
大

変
役
立

ち
ま
す
。
ま
た
、
成
果
の
写
し
が

登
記
所
に
送
付
さ
れ
る
と
、
地

籍

簿
の
写
し
に
よ
り

登
記
が
修
正
さ

れ
、

地
籍
図
の
写
し
が
今
ま
で
の

地
図
(
字
限
図
)
に
か
わ
り

登
記

所
備
付
け
の
地
図
と
し
て
、

登
記

事
務
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す

。

し
た
が
っ
て
、
皆
さ
ん
の

土
地
は
永
久
に
正
し
く
保
存
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
の
で
す
。
ま
た
、

調
査
は
川
内
町
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
行
い
ま
す

。

調
査
の
経
費
は

国
・

県
か
ら
の
補
助
金
と
町
で
負

担
す
る
た
め
、
個
々
の
土
地
の
所

有
者
の
皆
さ
ん
は
測

量
等
の
た
め

の
経
済
的
な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

。

地
籍
調
査
は

主
に
市
町
村
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
行
い
ま
す
が
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

皆

さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
な
く
し
て

、

地
籍
調
査
は
で

き
ま
せ
ん
。
積
極
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
皆
さ
ん

の
大
切
な
財
産
で
あ
る
土
地
を
安

心
し
て
子
孫
に
残
し
て
い
く
た
め

、

そ
し
て
新
し
い
ま
ち
ゃ
つ
く
り
の
た

め
、
み
ん
な
で
地

籍
調
査
を
進
め

ま
し
ょ
う
。
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衆議院議員総選挙
•••••••• •••••• ••••••• •••••• 
参議院愛援県選挙区選出議員補欠選
第42回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査並

びに参議院愛媛県選挙区選出議員補欠選挙が 6 月 25 日投票、

即日開票で行われま した。

川内町における投票は、午前 7 時から午後 8 時までの問、

町内 7 投票所で一斉に行われ、投票率は、前回を5 . 19%上回

る結果となりました。

衆議院議員総選挙並びに参議院愛媛県選挙区選出議員補欠

選挙の投票 ・開票結果は、次のとおりです。

0投票区別投票者調べ (小選挙区選出議員選挙)

投 フ豆ゴ冨て 所
有権者数
(人)

第 1 中央公民館大ホール 3.966 

第 2 川上小学校体育館 3.239 

第 3 奥松瀬川公民館 291 

第 4 河之内公民館 660 

第 5 井内公民館 384 

第 6 土谷 公 民館 147 

第 7 滑川生活改善センター 142 

1ロ』 計 8.829 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. • 

投票者数 投票率
(人) (%) 

2.537 63.97 

2.058 63.54 

199 68.38 

424 64.24 

275 71.61 

83 56.46 

83 58.45 

5.659 64.10 

企第 2 投票所

(川上小学校体育館) ⑤

企開票所(中央公民館)

⑤ 

0参議院愛媛県選挙区
選出議員補欠選挙候補
者別得票数 (届出順)

0比例代表選出議員選挙 o小選挙区選出議員選挙
政党別得票数 (届出) 1国) 候補者別得票数(届出順)

票
民 主 Jムι~ 927 票 フ'"才て吉

秋山かつみ 435 
関谷かつつぐ 3.584 自由民主党 1.809 

村上誠一郎 1 . 934 
成見けんじ 1 .105 4丈~ 明 5t 952 

社会民主党 855 梅崎雪男 3.030 
谷 田けい子 741 

日本共産党 429 
投票総数 5.659 

投票総数 5.658 政党自由連合 15 

有効投票 5.430 
自 由 JιL 唱 415 

有効投票 5.399 

投票総数 5.659 無効投票 260 
無効投票 228 

有効投票 5.402 

無効投票 257 

平成12年8月号広報かわうち
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綿
一
蹴
一
億
四
千
百
五
十
一
万

j

災
害
復
旧
費
、
ふ
る
さ
と
交
流
館

駐
車
場
拡
張
工
事
費
な
ど

j

平
成
十
二
年
度
の
六
月

定
例
町
議
会
は

、

六
月
十
九
日
開
会
し

、

町

税
条
例

一
部
改
正
な
ど
の

専
決
処
分
四
件
を
承
認

、

一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど

十

一
議
案
を
可
決
、
発
議

一
件
を
探
択
し

ま
し
た

。

ま
た

、

固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
し

、
選
挙
管

理
委
員
及

び
補
充
員
を
選
ん
で
六
月

二
十
二
日
開
会
し

ま
し

た
。

るれ
日
さ
館
日

張
流
拡
交
日

が
と
日

場
さ
車
る

H

h
F
』
L

、

配
札
、ゐ

企

一補
正
予
算

-

一
般
会
計

災
害
復
旧
費
な
ど
総
額

一
億
九

百
十
六
万

一
千
円
の
補
正
と

な
り

ま
し
た
。

補
正
総
額

一
O
九
、
二
ハ
一
千
円

累
計
総
額

五
、
二
二

ハ
、
八
六
八
千円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

O
参
議
院
愛
媛
県
選
挙
区
選
出
議

員
補
欠
選
挙
費

六
、
五O
O
千
円

。
二
十
一
世
紀
型
農
業
モ
デ
ル
産

地
育
成
事
業
費
な
ど

二
二、

三
九
九
千
円

。
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
費

一
千
円

二
五
、
五
O
O
千
円

。
災
害
復
旧
費

ニ
一、

0
0
0

千
円

-
簡
易
水
道
特
別
会
計

道
路
改
良
等
支
障
移
転
工

事
費

な
ど

で
補
正
総
額

一
八
、
三
五
O
千
円

累
計
総
額

一
九
二
、
六
二
七
千
円

-
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計

駐
車
場
整
備
工
事
費
で

補
正
総
額

一
四
、
0
0
0
千
円

累
計
総
額

九
五
、
四
一
二
千
円

一
O
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

O
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に

伴
い
、
関
係
条

例
を
改
正
す
る
も
の

で
、
急
を
要

す
る
た
め
専
決

処
分
し

、
議
会
で

承
認
さ
れ
ま
し

た
。

O
川
内
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い

て白
戸
宏
委
員
の
再
任
に
同
意
し

ま
し

た
。

O
川
内
町
条
例
の
左
横
書
き
実
施

に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

川
内

町
例
規
集
を
縦
書
き
か
ら

左
横
書
き
に
改
版
す
る
た
め
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
(
可
決
)

-
般
議
案

広報かわうち平成1 2年8月号
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O
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

O
議
会
の
議
員
の
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て食
卓
料
及
び
外
国
へ
旅
行
す
る

場
合
の
旅
費
規
定
を
整
備
す
る
た

め
の
改
正
(
可
決
)

O
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

徴
収
猶
予

、

納
期
限
の
延

長
に

よ

っ
て
も
救
済
し

得
な
い
程
度
に

担
税
力
が
薄
弱
な
も
の
等
に
対
し
、

固
定
資
産
税
の
減
免
が
適
用
で
き

る
よ
う
に
改
正
す
る
も
の

(
可
決
)

O
川
内
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

民
法
に
成
年
後
見
制

度
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

、

所
要
の
改

正
す
る
も
の
(
可
決
)

O
平
成
十
一
年
度
災
害
関
連
事
業

十
一
河
災
関
第
一
号
宿
野
谷
川

河
川
災
害
関
連
復
旧
工
事
請
負

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て(

可
決
)

O
平
成
十
一
年
度
災
害
関
連
事
業

十
一
河
災
関
第
二
号
滑
川
河
川

災
害
関
連
復
旧
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(
可
決
)

一報
O
平
成
十
一
年
度
川
内
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

O
平
成
十
一
年
度
川
内
町
公
共
下

水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
宮

状
況
に
つ
い
て

~ 
g 

一選
O
川
内
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

川
内
町
選
挙
管
理
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に

菅
野
修
さ

ん
(
八
幡

・

再
任
)
、
近
藤
武
由
さ

ん
(
則
之
内
・
新
任
)
、
八
木
義
則

さ
ん
(
中
之
町
・
新
任
)
、
森
東
洋

司
さ
ん
(
松
瀬
川
音
田
・

新
任
)

と
補
充
員
四
人
を
選
び
ま
L
た
。

挙

一議
員
発
議

O
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に

関
す
る
意
見
書(

採
択
さ
れ
ま
し
た
)

a・・‘‘ ... 

川内町公民館活動指

議長

特別委員

公共下水道整備促進特別
委員会

6 月 14 EI

理!土地開発公社理事会15 日

長壬o'f;

日銭川 内 IHT観光協会総会17 日

人 ユーロ

金三r.~員長l6 月定例町議会 (第 1 EI) 19 日

全議員

議長

特別委員

人 コ卦口

j二 百我F!

議長
運営委員

議員全員協議会

地域活性化対策特別委員会

6 月定例町議会 (最終 日 )

議会運営委員会

20 日

22 日

公共下水道整備促進特別委員会

川内町土地開発公社理事会
国土調査中南予ブロ ッ ク協議会役員会
えひめ中央農協第 1 回通常総代会

防犯協会所長会

6 月 定例 11IT議会 (第 1 日)

地域活性化特別委員会

6 月 定例町議会 (最終日)

川内町公民館活動推進大会

民生委員推薦会

松山市農協総代会

6 月 14 日

15 日

16 日

19 日

20 日

22 日

27 日

28EI 

議長

常任委員長

川内IUT水防協議会30 日29 日

川内町水防協議会

県信用基金協会総会

30 日
組合議員東温消防等事務組合行政

視察 (宮津与謝消防組合)
7 月 4 日

"-'5 日

長

土毛

議

百義

夏祭 り 実行委員会

広島県本郷11IT議会視察来町

5 日

10 日

さくら学級

交通安全指導員会

東温消防等事務組合行政視察
(京都府宮津市 宮津与謝消防組合)

7 月 1 日

3 日

4"-' 

5 日

a 
広報かわうち平成12年8月号



国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す
よ

知
っ
て
得
、@
つ
の
ポ
イ
ン
ト

.
，

納
め
忘
れ
が
な
く

a
司
確
実
で
す
。

保
険
料
は
あ
な
た
の
預
金
口
座

か
ら
毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
の
で
納
め
忘
れ
が
な
く
確

実
で
す
。

※
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金

・

障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

h
'

手
続
き
は

a
E
司

簡
単
・
無
料
で
す
。

口
座
振
替
は
ご
希
望
の
金
融
機

関
で
簡
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す

の
で
、
預
金
通
帳
と
届
出
印

・

納

付
書
を
持
っ
て
金
融
機
関
の
窓

口

に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
申
し

込
み
手
続
き
や
引
き
落
と
し
に
は

一
切
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん

。

、
，

手
間
と
時
聞
が

a
‘
省
け
ま
す
。

混
雑
し
が
ち
な
窓
口
に
来
る
毎

月
の
手
間
と
時
聞
が
省
け
ま
す
の

で
、
お
忙
し
い
方
に
は
と
て
も
便

利
で
す
。

※
解
約
の
手
警
c
を
し
な
い
限
り
、

口
座
振
替
は
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、

更
新
等
の
手
聞
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

宮川

9 内
6 町
6 役
工場

2 育
2 ユL
課3 

• 間
し1

ロ

わ
せ
先

社会保険事務所による
年金相談の実施について

国民年金の保険料lま・回・

月額 13，300円 (平成12年度)

・付加年金(基礎年金に加算される年金)を希望さ

れる方は、

松山東社会保険事務所の職員による年

金相談を次の日程で行います。

日頃、年金について疑問に思っている

ことや、自分の年金について勉強してみ

る絶好の機会だと思います。

ぜひこの機会をお見逃しなく/

-年金相談

日時

13 ， 300円+付加保険料400円

国民年金保険料は年齢 ・ 性別 ・ 所得に関わりなく、

全国一律の定額です。

平成12年 7 月 28 日(金)

午前10時から午後 4 時まで

川内町中央公民館応接室所場

か
ら
の

お
知
ら
せ

ト

難
病
患
者
地
域

4

ケ
ア
推
進
事
業

松
山
中
央
保
健
所
で
は
、
難
病

で
お
悩
み
の
患
者
さ
ん
と
家
族
を

対
象
に
次
の

事
業
を
実
施
し

て
い

ま
す
。

-
難
病
医
療
相
談

病
気
や
療
養
生
活
の
相
談
(
医

師
、
保
健
婦
、
栄
養
士
)
、
各
種

福
祉
制
度
に
関
す
る
相
談

(
ケー

ス
ワ
ー

カ
ー

)

・
難
病
訪
問
指
導

患
者
さ
ん
宅
に
保
健
婦
が
訪
問

し
、
療
養
生
活
の
相
談
に
応
じ

る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て

専
門

医
・

理
学
療
法
士
等
も
訪
問
し
、

医
療
面
、
生
活
面
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

【問い合わせ・申込先】

松山中央保健所精神保健

福祉係 (8941-1 111)

広報かわうち平成î 2年8月号
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-~.UJ民間呂志剖陸路盟関高温~_]F..

0国保に加入している人

0老人保健制度の適用を受けていない人

0厚生年金や各種年金を受けており、その加入期間が

20年 (40歳以降は10年)以上ある人

0退職被保険者の扶養家族

ea量藍釜M量密温温室週}

「国民健康保険退職被保険者証」を医療機関の窓口に

提出してください。その時の一部負担金は、次のように

なります。

舎
2割
3割

v 幸
せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
築

き
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
九
月
十
五
日
か
ら

二
十

一
日

ま
で
老
人
保
健
福
祉
週
間
の
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
老
人
保
健
福
祉

週
間
の
記
念
行

事
と
し
て
九
月
十

五
日
(
敬
老
の
日
)
に
中
央
公
民

館
で
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
大
会
で
は
、
健
康
優
良

老
人
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

お知5世

な
ど
へ
表
彰
や
記
念
品
の
贈
呈
、

小
・

中
学
校
児
童
生
徒
の
敬
老
作

文
の
発
表
、
老
人
意
見
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

老
人
福
祉
大
会
へ
の
出
席
者
の

入院

外来

入院・外来ともに

2 割

企

と
り
ま
と
め
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
六
十
五

歳
以
上
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
未
加
入

の
方
で
老
人
福
祉
大
会
へ
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

• 
・..........................................

地
区
班
長
さ
ん
か
又
は
、
役
場
福

祉
課

(2
9
6
6

・

2
2
2
3
)

へ
八
月
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
都
合
で
希
望
さ

れ
る
方
が
多
数
の
時
は
、
ご
出
席

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

H

金
婚
式
“

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

川
内
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚

式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
老
人
福
祉

大
会
に
ご
招
待
し
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
、
金
婚
式
該
当
は
、
昭

和
二
十
五
年
一
月

一
日
か
ら
昭
和

二
十
五
年
十

二
月

三
十

一
日
ま
で

に
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た
ご
夫
婦

で
す
。

民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
調

査
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
金

婚
式
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
ご

夫
婦
や
お
心
当
た
り
の
方
は
、
福

祉
課
(
宮
9
6
6

・

2
2
2
3
)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

婚
姻
届
出
日
を
確
認
し
、
該
当

さ
れ
る
ご
夫
婦
に
は
、
老
人
福
祉

大
会
へ
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

ト

銃
砲
刀
剣
類
の

寸

登
録
に
つ
い
て

銃
砲
万
剣
類
を
発
見
し
た
時
は
、

速
や
か
に
最
寄
り
の
讐
察
署
に
届

け
出
を
し
、
「
刀
剣
類
発
見
届
出
済

証
」
の
交
付
を
受
け
た
後
、
次
の

と
こ
ろ
で
登
録
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

-
日
時

毎
月
第
3

水
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

万
剣
類
日
時
か
ら
日
時
ま
で

銃
砲
店
時
か
ら
国
時
ま
で

・
会
場

松
山
市

一
番
町
4

丁
目
4

の
2

愛
媛
県
庁
第

一
別
館

5

階
会

議
室

-
持
参
品

川
銃
砲
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

ω
当
該
銃
砲
刀
剣
類

矧
身
分
証
明

書
(
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
、
本
人
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
)

凶
愛
媛
県
収
入
証
紙

※
銃
砲
万
剣
類
は
発
見
時
の
状
況

の
ま
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い

0

・
照
会
先

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保

護
課
(
宮
9
3
4

・

3
2
2
9
)

a 
広報かわうち平成12年8月号



お担5せ

名
名
名

1
1

ム

1
E

ム
守

1

ム

川内町では、平成12年度の職員採用試験

を次の要領で実施します。

0募集職種

土木 ・ 建築技術職

幼稚園教諭

調理員

0受験資格

(土木・建築技術職)

- 菅野

・渡部

昭和46年 4 月 2 日から 1
トに生まれた者

昭和58年 4 月 1 日まで J
~ 

厚くお礼申し上げます。

• 
(幼稚園教諭)

昭和46年 4 月 2 日から 1
}に生まれた者

昭和56年 4 月 1 日まで j

で、幼稚園教諭の免許をも っている者、文

は、平成13年 4 月 1 日までに取得見込みの者

(調理員)

0 問い合わせ先

採用試験に関する詳しい
ことは、役場総務課 (3966-
2222) まで。

昭和36年 4 月 2 日から 1
} に生まれた者

昭和58年 4 月 1 日まで j

0 試験内容

・ 筆記試験(高校卒業程度)

. 面接試験

※調理員は面接試験のみ実施

。受験申込みの受惜期間

平成12年 7 月 25 日から

平成12年 8 月 18 日まで

た
本
」
と
書
き
、
次
の
行
に

書

名
、
著
者
名
、
発
行
所
名
を

書

く
。
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
職

業
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い

。

口
応
募
締
切

平
成
十
二
年
十
月
二
日
ま
で
に

川
内
町
中
央
公
民
館

事
務
局
へ

お
送
り
く
だ
さ
い
。

口
発
表
と
表
彰

各
部
門
と
も
入
選

三
点
以
内
、

佳
作
三
点
以
内
と
し
、
広
報
で

発
表
。
入
選
、
佳
作
と
も

賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
す

。

ぬ

読
書
感
想
文募

集
!
広報かわうち

口
部
門
及
び
応
募
資
格

O

小
学
校
低
学
年
の
部

O

小
学
校
高
学
年
の
部

O

中
学
校
の
部

(
各学
校
を
通
じ
て
応

募
)

o

一
般
の
部

町
内
在
住
の

一
般
町
民

(
高
校
生
・
大
学
生
合
む
)

口
応
募
作
品

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

口
応
募
用
紙

四
O
O
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚

(
小学
生
は
三
枚
)
以
内
と
し

、

行
自
に
「
私
の
感
銘
を
受
け

-; 

宮森
脇上

回生
署き
4返
自れ
本」

図
霊童

“ふるさとの木によるふるさとの森
づくり"という森の再生を手がけてき
疋著者が、今からできる森づくりを提
案する。

夏休み課題図書〈中学生の部〉

-, 

h や
怒さ
ü し
与い
つðf)

主く
ヲま
幻」

冬
::!i'!: 

-新刊紹介・

ヤすもい為<&事

守d

平成1 2年8月号

「神4菜は、その人が越えら
れるだけの 〈苦労〉をお与え
になる。」恋愛でHIV感染し疋
女性が初めて語る感動の手記。

町
職
員
を募
集
し
ま
す
!

「他人の為にJと願う気持ち

が、自分をもあたためる。痛
みとやさしさが缶わる、 ミツ
ル初めてのス トーリ ブック。

-; 

神
様
が

北く
山れ
望た
/H 
紀 τ
伊 i

園 V
屋」

書
店



川肉町 夏まつり
日時 8 月 19 日(土)午後 6 時~ 、ョ.J

(雨天の場合、翌日に順延) '#' 

場所川内中学校グランド

内容

・夜店(各種団体 ・

川内町商店有志)

・ 実行委員会参加団体に

よる各種イベント

・ タイムレンジャーショ ー

・ 盆踊り

・ お楽しみ大抽選会など

• 

第23回川内町

人権・同和教育

フ zスティバル
~町民一人一人がすすんで参加・実践する

あたたかい人権・同和教育~

日時 平成12年 8 月 6 日(日)

場所川内町中央公民館

テーマ 「子ども ・女性の人権と

同和教育の推進」

日程

8 : 20"-' 8 : 55 受付

9 : 00"-' 9 : 30 第 1 部「開会行事」

①朗諦 「招かれなかったお誕生会」

②主催者あいさつ

③世界人権宣言

④わたしの平和宣言

9 : 30"-' 10: 10 第2部「人権啓発かるた入選発表J

10: 10"-' 10: 30 休憩

10: 30"-' 11: 20 第3部「みんなで歌おう I~\は一つ」

①和太 鼓 川内保育園児

②親子ダンス 川上幼稚園

③歌と 手話 InT内小学生

④歌と 手話 川| 内 コーラス 、 手話

講座受講者

オカリナ伴奏

⑤全 体 合 H昌 rMy Town かわうち」

。参加者全員

伴奏 川内中学校

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• • • • • 人形劇

プーク公演

ピンクの
ドラゴン

日時 8 月 3 日休)午後 2 時~
場所川内町中央

公民館大ホール
入場無料
子どもから大人まで楽しめる内容ですので、ご家
族でご来場ください。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
第
4寄 、⑨、

第 4 回 目の子育て広場は、7)<あそびを計画して
います。 前回 と同様の内容になりますが、 より一
層水に慣れ、楽しく水あそびをしたいと思ってい

ます。 みなさん、お気軽にご参加 く ださい。
日時 8 月 5 EI(土)午前 9 時30分"'-'11時

(受付午前 9 1侍 "'-' 9 時30分)
場所川内保育園
内容 しゃぼん玉あそび、 砂あそび、プー

ルあそび
持って タオル、 着替え、水着、ゴムぞうり、
くる物 水筒、|帽子など

※大きいプールも利用できますので、 お母 さんも水
着な ど 、 あそびができ る服装をごWJ意く ださい。

/ 、

ノ\

ブラスパンド

11 : 20"-' 11 : 30 r閉会行事」

①朗繭「子どもの話に耳を傾けよ う」

※参加者全員にプレゼン卜用意。

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• 
第23回

川内町軟式
野球大会 A

m宮
大技

町
球

咽
内
年

鮫
川
少
@ 

日時 8 月 14日間・ 15(1，:)

(開会式は14 日 ) 
の午前 811寺から

場所川内IIIT~I:I 学校

運動場

日時 8 月 12 日 (土)

午前iJ8 11寺~開会式

Jg ~ 
午前 811寺30分~

試合開始

所川内中学校体育館

平成12年8月号広報かわうち

ぬ



カメラじiftート

企

子どもに 1 番人気の

駄菓子屋さん

4 となりの金毘羅寺
の楼門を借りての
もちまき

あ
じ
さ
い
の
社

ま
つ
り

』F
俳
句
会
も
あ
り
ま
し
た

第 2 回目となる「あじさいの社

まつり」が、 6 月 25 日河之内の惣

河内神社で行われました。

好天に恵まれ、境内にはアジサ

イをパックに写真を撮る人や、杜

の市で買い物をする人、 コ ンサートを楽しむ人、そう

めん流しゃ焼鳥などに舌鼓をうつ人などで、にぎわい

ました。

このほか、もちまき、俳句会、 ー畳庵展なども開催

され、ふだん静かな杜も、終日喧l燥の中にありました。

神
野
弘
史
さ
ん
が

特
別
功
労
者
表
彰

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

六
月
二
十
七
日
、
松
山
市
青

少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

愛
媛
県
少
年
補
導
委
員
連
絡
協

議
会
総
会
に
お
い
て
、
神
野
弘

史
さ
ん
(
宝
泉
)
が
、
特
別
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

。

こ
の
表
彰
は
、
神
野
さ
ん
の

永
き
に
わ
た
る
補
導
委
員
の
活

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
と
児
童

、

が

さ
く
ら
の
湯
で

H

は
だ
か
の
つ
き
あ
い
u

6 月 29 日 、ふるさ と交流館で老人クラブと川上小

学校 2 年生との交流会が聞かれま した。

お年寄りと児童が各地区別に分かれ、それぞれが

自己紹介を した後、早速、大浴場へ。

大浴場では、お年寄りから風日場でのマナーを教

わったり、互いに背中を流し合ったりして交流を深

めていました。

広報かわうち平成12年8月号

ぬ



力説ラLi1tート

川
内
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

優
良
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

表
彰
受
賞

永年にわたる優れた団活動と全国のスポーツ少

年団の模範となる顕著な成果をあげたことが認め

られ、日本スポーツ少年団より表彰状が贈られま

した。

• • • • • • • • • • • • ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

7月 2 日、 60名が参加 して、

レクリエーションスポーツ

大会が川上小学校体育館で

開催されました。大会の結

果は、右のとおりです。

ス Z
ポ千
ツ 5

川喜
文書結果

〈スマイル・ボーリング〉

優勝ピ一助チーム
t\~俊I1寄 っ(はてな)チーム
第 3 fj'[ 青空チーム

特別JJ: ストライクを出
した大野正さん

• 
・..

7 月 16 日、公民館交流ノ《レー

ボール大会が勤労者体育センタ

ー ( 1 部) 、川上小学校体育館 (2

部)で開催されました。

年を追うごとにレベルが向上し、見ごたえのある好ゲ

ームが展開されました。

試合の結果は右のとおりです。

平成12年8月号広報かわうち

ぬ

団

バレーボール部が

全国大会出場!
6月 18 日と 7 月 2 日の 2 日間開催された、ラ

イオンカップ全国小学生ノくレーボール愛媛県大

会で、 川上スポーツ少年団バレーボール部が、

潮見(松山市)を 2 対 1 で破って優勝し、念願

の全国大会出場を決めました。全国大会は、 8

月 8"-'11 日東京で行われます。

川上スポーツ少年団バレーボール部が

7 月 16 日、 川上スポーツ少年団バレーボ

ール部が、大西町長を表敬訪問しました。

県大会優勝、全国大会出場の報告をし、

IIIT長から激励を受けました。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

-大会結果・

( 1 部男子〕 ( 1 部女子〕

優勝南方東部公民館優勝南方策部公民館

準決勝奥松瀬川|公民館 準優勝横灘団地公民館

(2 部男子) (2 部女子〕

優勝北方東部公民館優勝河之内公民館

準優勝則之内東公民館 準優勝北方東部公民館



みんなのひろば」に耳寄りな情報をお寄せく

さい。

(役場総務課広報係官966-2222まで)

平
成
十
二
年
五
月
二
十

一
日
同

に
行
わ
れ
た
第
四
十

三
回
日
本
空

手
松
涛
会
全
国
大
会
愛
媛
県
予
選

に
お
い
て
、
渡
部

一
秀
君
(
済
美

平
成
高

一
年

・

横
灘
団
地
)
が
、

高
校
個
人
型
の
部
で
優
勝
、
個
人

組
手
の
部
で
準
優
勝
し
、
渡
部
制

士
君

(川
上
小
四
年

・

下
沖
)
が

小
学
四
年
生
個
人
組
手
の
部
で
優

勝
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
二
人
は
、
八
月
十

一

日
、
愛
知
県
岡
崎
市
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
、
愛
媛
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す

。

l 練習日 火 ・土午後 6"-" 8 1時 ;

! 勤労者体育センター i
i 連絡先 渡部哲典 ! 
: 8966-5950 : 

皆様も一緒に我々とい

い汗を流しませんか?

道場生も随時募集して

います。

先月の桜学級では、町長をはじめ、

男性もお迎えして、ご指導をいただ

き、実り多い研修ができました。

海外視察報告をしていただいた 3

名の方、出席下さった120名の方々に、

心からお礼申し上げます。

これをきっかけに家庭における自

分、地域における自分をもう一度見

直し、よい家庭 ・よい地域 ・よい川

内町づくりに心がけましょう。

婦人会から

川
内
吟
社
七
月
例
会
報

山
山
川
川

乾
ぎ
た
る
畑
の

土

に
落
つ
る
一
汁

旧
道
の
菜
店
間
去
、
れ
草
茂
る

峡
の
匂

を
受
け
て
植

@
の
緑
濃
し

濃
く
丸
く
手
野
の
社
の
茂
り
か
な

故
郷
は
近
く
て
遣
し
令
歓
の
花

品右
跡
て
ふ
こ
ん

も
り

I
Wの
茂
り
か
な

走
り
根
の
あ
ら
は
に
摘
の
茂
り
か
な

湖
の
中

の
ふ
島
の
茂
り
か
な

明
白

の
各
一
き
ゃ
に
濯
い
き
拘
持
ゐ
晴
間

峡
里
に
住
む
安
穏
や
夏
霞

口 第 2 回桜学級

8 月 6 日(日)人権問和教育フェステイ

パルに参加。大勢で参加いたしまし

ょう 。

口婦人会会員研修旅行(徳島県阿波町)

8 月 12 日出 午後 1 時50分集合

午後 2 時出発

集合時刻に遅れないようにお願いし

ます。

蜘
谷

菅
野

斗
清

高
瀬

照
幸

熊
田

陵

ノト
メ弘、
是1

静
波

両
須
賀
清
江

池
川

水
穂

近
藤

千
春

和
田

幸
子

柑l

治
子

-
h
U川川

蜘
谷

0 8 月ポ力シづくり

8 月 27 日(日)午後 2 時

中央公民館大ホーノレ

お誘い合わせでご参加ください。

ボカシを有効利用して環境にやさし

い生活にいたしましょう。

広報かわうち

選

平成î2年8月号
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街
、
，m
ι
の

やめでと斗
(r ' ._ミ

乞.てip--

三
内
中
学
校
で
講
演

松
根
東
洋
城
(
俳
人
)

俳
人
松
根
東
洋
城
を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
を

開
催
し
た
時
の
記
念
写

真
で
す
。
当

時
の

三
内
中

学
校
の
校
舎
前
で
、
大
窪
晴
市
村
長
、
佐
伯
惟
揚

校
長
を
は
じ
め
、
大
勢
の

P
T
A

会
員
ら
と
と
も

に
、
松
根
東
洋
城
が
写
っ

て
い
ま
す

。

写
真
の
撮
影
時
期
は
、
川
内
町
に
滞
在
し
た
昭

和
二
十
五
年
か

二
十
六
年
の
夏
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
来
な
ら
、
講
師
の
松
根
東
洋
城
が

写
真
の
中

央
に
い
る
は
ず
で
す
が
、
そ
の
人
柄
で
あ
ろ
う
か
、

写
真
の
端
で
松
の
大
木
を
背

景
に
写
っ
て
い
ま
す
。

(写
真
提
供
徳

吉

佐
伯
佳
保
世
さ
ん
よ
り
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
戸
二
報
を
/

、、
，

ノ宝
ん
日

/
\
什川

町
晴
月

一
口阜の
ゆ

来月号は9月生まれの満 1 歳児を募集

します。 8月 5 日までに役場総務課広

報係へ、写真とコメントをお寄せくだ

さい。

栗田

いつも元気な幸くん。

これからも、いっぱい遊ぼうね。
(父・母より)

( 1'2JllJ ) 

川
柳
も
づ
く
吟
社
七
月
例
会
報喜

撰
亭

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
ま
で
薄
着
し
た
い
ギ
ヤ
ル
佐
々
木
胡
舟

ポ
イ
捨
て
を
し
て
聖
人
の
顔
で
い
る
岡
本
武
士

人
並
み
の
薄
着
が
寒
い
病
み
上
り
都
築
登
貴
子

お
ふ
姓
は
水
も
滴
る
良
い
君
渡
部
佐
久
良

ポ
イ
捨
て
の

史
芋
育
つ
河
川
敷
篠
森
美
登
里

検
診
に
薄
衣
で

上
る
秤
台
平
岡
深
舟

手
ぴ
水
を
差
主
、
れ
て
つ
い
に
去
る
本
を
松
岡

義
国

ポ
イ
捨
て
へ
拾
う
善
意
が
空
廻
り
高
岡
紫
温

あ
の
話
水
に
流
そ
う
般
若
湯
野
中
友
親

叶
匂
が
薄
着
に
な
っ
て
背
を
伸
し
高
瀬

喜
撰
亭

九
月
例
会
御
案
内

宿場日
題所時

九
月
二
日
出

中
央
公
民
館

言
い
訳

・

晒
す

・

二
番

午
後
七
時

三
十
分

初
め
て
の
万
ち
ど
う
ぞ
見
に
来
て
下
さ
い

。

面
白
い
会
で
す
よ

。

ふるさと交流館近くの新しく

なった町道の路側帯に、花づく

りボランティア(宇和川和喜子

会長24名)の育てた花が、今み

ごとに咲き誇っています。
選

ぬ
広報かわうち平成12年8月号



一
口
応
募
期
間

7

月
1

日
か
ら
9

月
却
日
ま
で

口
応
募
区
分

小
学
生
の
部

(
3部
門
)
、
中
学

生
の
部
、
母
親
・

一
般
の
部

口
応
募
方
法

4
0
0

字
詰
原
稿
用
紙
3

枚
以

内
(
母
親

・

一
般
は
5

枚
以
内
)

に
ま
と
め
、
作
文
に
は
内
容
に

ふ
さ
わ
し
い
題
を
つ
け
て
く
だ

さ
い

。

ま
た
応
募
作
品
に
は
、

①
応
募
区
分
、
②
住
所
・
郵
便
番

号
、

③
氏
名
(
ふ
り
が
な
明
記
)
、

④
年
齢

・
職
業
(学
校
名

・

学
年
)
、

⑤
電
話
番
号
(
学
校
所
在
地

・

郵

便
番
号
・
電
話
番
号
)
、
⑥
応
募

の
動
機
(
母
親

・

一
般
の
部
の
み
)

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
文
は
未
発
表

・

自
作
の
も

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー

作
文
募
集

の
に
限
る
。

口
送
り
先

(
児
童
・
生
徒
)

干
I

o
-

-
0
0
2
1

東
京
都

千
代
田
区
外
神
田

2

の
2

の
汀

共
同
ピ
ル
制
日
本
交
通
福
祉

協
会
交
通
安

全
作
文
募
集
B

係
(
宮
0
3

・

3
2
5
5

・

2

0
8
1
)
 

(
母
親
・
一
般
)

一T
l
o
o

-
8
9
0
5

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
3

の
1

の
l

総
務
庁
交
通
安
全
対
策
室
交

通
安
全
作
文
募
集
B

係
(
宮
0

3

・
3
5
8
1

・

1
6
4
5
)

一
口
科
目

・

ワ
ー

プ
ロ
(
日
商
検
定
3

級
)

・

経
理
事
務
(
日
商
簿
記
検
定

3

級
)

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

就
業
を
希
望
す
る
女
性

の
た
め
の
講
座

迄ィ:

は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
。

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

(宮
9
2
3

・

2
2
0
1
)

口 ・・・・・
学来 対
生春
卒 象
業
予
定
の
高
校
生

大

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

募集種目 資 格 試験日

2 等陸 ・ 惚 ・ 空士 9/17(日)

婦人自衛官 18歳以上 ~27歳未満 9/2S(月) ・ 26 1':1 ω

曹 {長 布lì 士 9/16(土) 複数受

一般曹候補学生 18歳以 1:: ~ 24歳未満 9/16(:1:) 験可能

航空学生(パイロット) 高卒(見込)~21歳未満 9/23(:1.:) 

看 設 ムJ子~ 生 高卒(見込)~22歳未満 10/26附

防衛 医 *'1 大学校
高卒(見込)~21歳未満

11/4 仕)~11/5 (日)

防衛大 学 校 11/ 11仕)~ 11/ 12(日)

口
自
衛
官
の
待
遇
と
生
活

・
身
分
等

特
別
職
国
家
公
務
員

・
給
与
等

初
任
給
1
6
3

、

3

0
0
1
1
7
5

、

1
0
0

円
、
(
衣

食
住
無
料
)
ボ
ー

ナ
ス
年
3

回

・
休
暇
等

週
休
2

日
制
、

有
給

休
暇
年
M
回

・
進
学
等

大
学
2

部
へ
の
進
学
、

通
信
教
育
受
講
可
能

・
免
許
等

各
種
国
家
資
格
、
免

許
、
各
種
免
許
取
得
教
育
実
施

口
そ
の
他

大
学
等
進
学
予
定
者
の
併
願
受

験
可
能

口
問
い
合
わ
せ
先

nu 

n

斗nu 
q
d
 

q
ノ
』
守
J
­

n
f
ι
n
u
，
 

n
ノ
』
円
同
d

n
1
2
 

船
所
的
内

h
H案

民
集

町
喜山

内

E

H
H川
恥F
'

j

隊衛向
ロ

口 ・・・・・
織 部
維
製 門
口

の
部

え
ひ
め
喜
う
し
の
工
芸
品
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
作
晶
募
集

民
芸

・

玩
具

の
部
、
陶
芸
の
部
、
紙
製
品
の

部
、
木
竹
ガ
ラ
ス
工
芸
品
の
部

口
出
晶
対
象

県
指
定
の
伝
統
的
特
産
品
及
び

こ
れ
に
準
ず
る
地
場
産
品
を
素

材
と
し
た
、
繊
維
製
品
、
陶

芸

品
、
紙
製
品
、
民
芸
品

・

玩
具

、

木
竹
ガ
ラ
ス
工
芸
品

口
出
晶
申
込

8

月
お
日
附
ま
で
に
出
品
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
愛

媛
県
経
済
労
働
部
中
小
企
業
課

へ
提
出

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

干
7
9
0

・

8
5
7
0

松
山
市

一
番
町
4

丁
目
4

の
2

愛
媛

県
経
済
労
働
部
中
小
企
業
課

(宮
9
4
1

・

2
1
1
1
)

一
口
テ
l

マ

税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何

で
も
結
構
で
す

。

口
応
募
方
法

B
4

サ
イ
ズ
(
片
面
使
用
の
平

面
)
、1
作
品
1

枚
で
、
応
募
作

品
の
裏
面
に
、
作
品
の
タ
イ
ト

ル
の
ほ
か
、
氏
名
、
住
所
、
勤

「
第4
回
全
固
ま
ん
が
税

金
展
」
作
品
募
集

広報かわうち平成12年8月号
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務
先
(
又
は
学
校
名
)
、
年
齢
(
又

は
学
年
)
、
電
話
番
号
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い

。

口
応
募
締
切
日

9

月
却
日
附
ま
で

口
応
募
先

干
7
9
0

・

0
8
0
8

松
山
市

若
草
町
4

の
3

松
山
税
務
署
税

務
広
報
官
「
税
の
ま
ん
が
」
係

(宮
9
4
1

・

9
1
2
1
)

圃・・・・・・・
観
光
週
間

8

月
1

日
か
ら
7

日
ま
で

を
観

光
週
間
と
定
め
、
観
光
道
徳
の
高

揚
、
観
光
地
の
美
化
、
健
全
な
観

光
旅
行
の
促
進
を

重
点
実
施
目
楳

と
し
て

、
推
進
し
ま
す

。

グ 42

一

育
児
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を

も
っ
親
の
た
め
の

「
え
ひ
め
子
育
て
教
室
」

口
日

日寺

8

月
4

日
幽
3
7
a
f
n
U
L
J
}
pk
d
h
T
 

{

‘
昨
w
q
u
-
/
ノ

1
i

日
件

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
対
象
者

主
と
し
て
乳
幼
児
を
も
っ
保

護

者
口
相
談
内
容

①
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
、
性

格
や
し
つ
け
等
、
子
育
て
に

関
す
る
こ
と

②
家
庭
や
友
達
関
係
な
ど
、
子

ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
に
関

す
る
こ
と

③
家
庭
教
育

一
般
に
関
す
る
こ

と
な
ど

口
相
談
員

愛
媛
県
か
ら
専
門
の
相
談
員
を

派
遣

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課

(宮
9
6
6

・

4
7
2
1
)

コ
ー
ド
は

引
っ
張
る
と
H

ダ
メH

ス
タ
ン
ド
や
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の

差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
、
コ

ー

ド
を
引

っ
張
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
プ
ラ
グ
と
コ

l

ド
と

の
接
続

部
分
に
力
が
加
わ
り
、
断
線
し
た

り
シ
ョ
ー
ト
の
原
因
に
な
り
ま
す

。

プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
は

、
面
倒

で
も
プ
ラ
グ
を
持
っ
て
抜
く
よ
う

に
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

一平
成
ロ
年
4

月
か
ら
6

月
の
聞

に
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者
と
し

て
追
加
指
定
し
た
業
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す

。

口
偏
三
枝
工
業

松
山
市
南
江

戸

1

丁
目
6

番
お
号
(宮
9
2
3

・

1
8
6
5
)
 

給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
追
加
指
定
に
つ
い
て 口

側
ジ
ヤ
ツ

ク

丁
目
日
番
地
8

7
5
0
0
)
 

口
偏
河
原
設
備

松
山
市
木

屋
町

2

丁
目
4

番
地
却
(
宮
9
2
4

.
4
6
7
0
)
 

口
側
四
電
工
愛
媛
支
店

松
山
市

六
軒
家
町
1

番
目
号

(宮
9
2

5

・

1
1
0
2
) 松

山
市
本
町
6

(宮
9
2
2

・

口
偏
伊
藤
設
備

松
山
市
樽
味
2

丁
目
1

番
4

号
(
宮
9
2
1

・

口
IJlT (膏 5
30 芳 8
脊 之 6
1型 内 3
i 吾'" 、-"______ ë又

守 備

;松
λ111 
4 -m-
~ il券
ム岡

.8月ごみの収集日・
清掃センター 電話 966-4989

1 .もえるごみ

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

月 ・木
東谷 ・ 西谷 ・土谷 ・ 滑川

変更な し
奥松瀬川・天神

毎

火・金
北方東北方西・南方東 8 月 15 日 (火)は

南方西 8 月 16 自体)に収集

週

水・土
町西・町東(天神を除く)

変更な し
山田 ・横灘団地 - 前松瀬川

2 もえないとみ・有資源回収

収集地域
ベットボトル ガラス・空ピン額頚 乾空 電き 缶池 類類もトやさレなイいも類の テレピ蛍光灯

有資源回収

東谷 田 西谷・土谷・滑川
8 /7(月) 8 / 17同 8 /21 (月) 8 /28(月)奥松瀬川天神

北方東・北方西
8 / 8 (火) 8 /18樹 8 /22(火) 8 /29(火)

南方東・南方西

町西・町東(天神を除く )
山田 ・横灘団地 8 / 9 休) 8 / 16(水) 8/23(7]() 8/30(7]() 
前松瀬川

ぬ
広報かわうち平成12年8月号



-健康センター 8966-2191 

0もぐもぐ教室

日時 8 月 11 日(金) 受付午前 9 時30分~

場所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成12年 2 月~平成12年 4 月生まれの乳児と

その母親

内容 栄養士の話「離乳食の進め方」

調理実習及び試食

身体計測 ・ 育児相談

持参晶 母子健康手帳、エプロン

医霊霊理

Oいきいき健康講座

「健診データの見方と健康管理」

日時 8 月 28 日開) 午後 1 時30分~3 時

場所 健康センタ ー

講師 愛媛大学医学部第一内科

長谷川 均 医師

E歪Ð週

0乙ころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆等の相談

をお受けしています。

日時 8 月 11 日 (金)受村午後 2 時~4 時

場所 健康センタ 一及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

O健康相談・栄養相談

血圧測定、 尿検査を行っています。 健康に関すること

はお気軽にご相談ください。

日時 毎週水曜日 午前 9 時~ 12時

場所 健康センター 1 階 運動指導室

Ii[ffi週
日 時 対象児と注意事項

種混メ"当，、
8 月 11 日倒 3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者。

午後 211寺~3 時
※百 日 l咳にかかったことがある方は二車n iJi!.合

(ジフテリア ・破傷風) を受付で申し出て く ださい。

麻
8 月 22 1:1 凶

1 歳~7 歳 6 ヵ月の者。

疹
午後 21時~311寺

場所 健康センタ - 2 階

持参品 母子健康手帳、 予防接種手l帳、体温計

7月、 8月は

f璽の血液聞け含い運動j月闘です。

献血にご協力いただけ
るのは体重や年齢(16歳~
69歳)などの条件を満た
しだ健康な人。

献血は、健康な人なら

だれでもできるボランテ
ィアです。輸血を必要と

する患者さんには、あなたの思いやりが必要です。
どうぞ、 進んで献血にご協力ください。

E能主;.~ r主主君

す基本健診、女性健診の結果を個別にお返しします。

日 時 午前 ( 9 :30~1l :00) 午後 ( 1 :30~ 3 :00) 

8 月 1 日(火) 井内公民館 河之内公民館

8 月 2 日(本) 永野集会所 則之内西公民館

8 月 3 日休)
生活改善センター 海上(1 :OO~ 1 :30) 

(lO:30~11 : 30) 九続 (2 :30~ 3 :00) 

8 月 7 日(月) 土谷公民館 奥松瀬川公民館

8 月 8 1::1 (火) 北 方公民館 北 方西公民館

8 月 17 日休) 南方東公民館

8 月 18 日(金) 八幡集会所

8 月 21 日開) ;横 i雌団地公民館 前松瀬川公民館

8 月 23 日(水) 健康センター (llIT東) 健康センタ ー (町西)

* 8 月 3 日闘は滑川健康相談も同時開催します。

E三霊軍陣浴車週日陣索現悶宙開器援11詰国~i:(，~白老酒

日時 8 月 29 日伏)

受付午後 2 時~7 時

場所 健康センタ ー

(今年最後の健診日です。 ぜひ、 受診してください。 )

E彊四

日時 8 月 23 日(水)

場所・時間 役場別館前午前 9 時~12時

三浦精機(側午後 1 時30分~4 時

EJi昆置Z~.i;昆証E同~~"1I

日時 毎週月曜日午前 811寺30分~10 11寺

場所 健康センター

持参品 印鋭、登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票

fl不幸な犬をつ く らないためにも 、 繁殖を希皇 しない場合は不妊・
去勢手術に努めましょう 。

国孟E出問哩 (診療時間:午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当 番 医 住 所 電話

6 日(日曜日 ) 愛媛イ 全医療学院付属病院 川内 I lIr 南方 966-5011 

13日(日曜日 〕 )11 病 |時?~ 松山市南梅本UIT 976-7811 

20 日(日曜日) '[?; 内 病 |涜 絵山市北梅本|町 975-0091 

27 日(日曜日) 国立療養所愛媛病院 重信111"] 横河原 964-2411 

平成12年8月号広報かわうち
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町の動き(7月 1 日現在) 健康センターかう
(+ 3人)

(+ 4人)

(ー 1 人)

(+ 6戸)

11 .217人

5.303人

5.914人

3.837戸数

男
女
帯

人
世

口

略称敬分
一
計

窓
酬
が

の
万
九

喜
明
(
と

-
戸
山

日生誕およH
E畑J首脳調

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日 午前 911寺"-' 12時

場所健康センタ - 1 階

内容 身体計側、育児相談

持参晶 母子健康手帳

住 所 保護者 名前 生年月日

坂 河上大 椎しい 商な 5 .31 

北 八幡 佐伯淳 じ迅ん 6.8 

商中村 白石誠 匠 6 .14 I 

8 月 31 日休) 受付

健康センター 1 階

平成11年 6 ・ 7 月 、平成12年 1 ・ 2 月生まれの乳幼児

(生後 6 ・ 7 ヵ月児 ・ 1 歳 1 ・ 2 ヵ月児)

身体計測、発達チェ ック、 保健指導、栄養指導

伺子健康手111長、アンケート(事前に配付します)

午前 9 時"-'10時

0育児相談

日時

場所

対象児

内容

持参晶

女ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

検灘団地 2 石原洋子 58 5 .28 石原溢芳

上 砂 成川 繁iiav 86 6.2 成川繁商

三 制度 佐伯 守 52 6 .15 佐伯 弓2

永 野 i高須賀征主主 59 6 .18 1111怨i主的1殺

北 八幡 高市政則 70 6.20 ~:tj 'm. 政fìl l

坂 八束 |調 79 6.20 八来秋彦

8 月 31 日(木) 受付

健康センタ- 1 階

平成11年 9 ・ 10月 、平成12年 4 ・ 5 月生まれの乳児

(生後3.4ヵ月児 ・ 10 . 11 ヵ月 児)

身体計測、発達チェック、 小児科診察、保健指導、

栄養指導

母子健康手帳、アンケート

午後 1 時"-'2 時

0育児学級

日時

場所

対象児

官ヂτ、

首内

平成12年 7 月 10日現在

昨年比

+ 53 
:t 0 
+ 70 

(松山南箸察署管内)

・暴走で つぶすな青春残すな後悔
・忘れないで チャイルドシート 守る義務親の責任

交通事故の発生状況
l 本年

908 

(事前に配付します)持参晶

暑
い
夏
が
や
っ

て
き
た
。
こ
の
時

期
、
週
末
に
は
行

事
が
め
じ
ろ
押
し

で
、
炎
天
下
に
出

る
機
会
が
多
い
。

肌
に
突
き
刺
す
よ
う
な
日
差
し
を

浴
び
な
が
ら
、
そ
の
夏
の
強
い
日
差

し
に
目

を
細
め
て
い
る
と
、

顔
の
目

じ
り
に
は
白
い

ρ

か
ら
す
の
あ
し
あ

と

H

が
く
っ
き
り
。

黒
い
顔
に
白
い
し
わ
、
ま
る
で
好
々

爺
の
よ

う
な
顔
を
見
て
「
目
じ
り
に

セ
ロ
テ
l

プ
を
貼
っ

て
焼
い
た
ら
」

と
、

ひ
ど
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
人

も
い
た
が
、

案
外
い
け
る
か
も

し
れ

な
い
と

最
近
は
思
い
始
め
て
い
る

。

表紙の写真
7 月 15 日、アフ リカ ン ・ パーカ ッションバン ドの

マンディ パーカ ッションが、アフリカ太鼓の演奏会
を河之内の惣河内神社で開きました。
マンディパーカッションのリーダー ・ マディケイ

タ氏と ソ リスト・ムサケイ タ氏は、マ リの首都ノくマ
コで名高い太鼓奏者です。
訪れた人は、 静かな神社の社に響く、アフリカ太

鼓の音色に酔いしれていました。

ぬ
広報かわうち平成12年8月号
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企

①九騎林道の最終地点の広場。

② 「左松山道滑川二十七町、
落出二里二十) \町」 の道標。 昭

和5年に建てられており、ごく

最近まで、乙の道での往来があ

ったことがわかる。

••••••••••••••••••••••••••••• 
••••••• 

丹原町鞍瀬には、「源平の争乱
の頃、 敗走する平氏方が明河の赤
滝城にたてこもり、それを源氏方
の河野氏が攻め、陥落させた。 か
5 く も生き延びた九騎の将兵が、
力尽き、九騎峠で白書した」とい
う伝説が残っている。

v九騎峠の伝説を記した

案内板。(丹原町鞍瀬)

九騎
国道 1 1 号線かう皿ヶ嶺公園滑

川 |線に入り、 5 . 8km 、 大きく力
ブしたところを左に鋭角に折れ
900mで九騎集落。
九騎には 、 別子銅山より以前に

発見された銅山があった。 質がよ
く、銅の含有量も多かったため、

昭和 1 0年頃の九騎は、大変繁盛
していた。
閉山した今は 、 当時の名残りを

とどめるものは、ほとんどなくな
ったが、 山や河川には、今も製錬
くずを時折見つけることができ
る。

今
回
の
探
検
隊
は
、

川
内
町
滑
川
の
九
騎
か
ら
丹
原

町
鞍
瀬

に
抜
け
る
道
を
歩
い
て
み
た

。

九
騎
集
落
か
ら
の

峠
道
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
新
し
い
林
道
を
行
く
こ
と
に
し
た

。

舗
装
も
途
切
れ
、
砂

利
道
を
な
お
も
突
き
進
む
と
、

小
屋
の
あ
る
広
場
に
突
き
あ
た

っ
た
。

ま
だ
林
道
は
続
い
て
い
る

よ

う
だ
が
、
こ
こ
で
通
行
を

禁
ず
る
案
内
板
と
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め

、

こ
こ
か
ら

山

九
騎
か
ら
鞍
瀬
(
丹
原
田
)

の
中
を

歩
く
こ
と
に

し

た
。

山
を
さ
ま

よ
う

こ

と

約
十
分
、
竹
や
ぶ
が
生
い
茂
る
峠
ら

し

き
と
こ
ろ
に

出
た
。

少
し
刈
り
分
け
て
み
る
と

、

国
土
調
査
の

杭
が
、
更
に
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

墓
石
二
基

(
明和
五
年
)

が
あ

っ
た
。

峠
を
越
え
、
丹
原
町
へ
入
る
と
、
も
み
じ
の
群
生
す
る
し
っ

か
り
し

た
道
に
出
る

。

そ
の
道
を
更
に
下
る
と
、
山
の
中
に
ひ

っ

そ
り
と
道
棋
が
建

っ

て
い
た
。

丹
原
町
鞍
瀬
の
下
影
の
集
落

へ
は
、
こ
の
道
標
か
ら
約
十
五
分
で
着
い
た

。


